
昨年開催された男女共同参画セミナー

本
市
に
お
け
る
健
診
事
業

は
、
先
進
的
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
が
、
母
乳
な
ど
を
介
し
て
感

染
す
る
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
に
対
す

る
、
本
市
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て

問
う
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
時
に
併
せ
た
抗

体
検
査
の
公
費
負
担
や
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
へ
の
心
の
ケ
ア
の
取
組
と
、

市
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
問
う
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年

10
月
６
日
付
け
で
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
が
妊

婦
健
康
診
査
の
標
準
的
な
検
査
項
目

に
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
検

査
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
発
見

し
、
母
親
へ
の
安
全
な
子
育
て
指
導

な
ど
、
次
の
世
代
へ
の
感
染
防
止
に

向
け
て
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
妊
婦
健
診
で

の
抗
体
検
査
が
制
圧
へ
の
最
も
効
果

的
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
、
現
在
、

自
己
負
担
で
実
施
し
て
い
る
抗
体
検

査
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

全
額
市
の
負
担
で
対
応
し
、
実
施
す

べ
く
、
関
係
機
関
と
調
整
・
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
へ
の
精

神
的
ケ
ア
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
抗

体
検
査
の
結
果
が
個
人
情
報
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
人
の
同
意
が
な
け
れ

ば
医
療
機
関
か
ら
情
報
は
得
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
現
在
は
医
療
機
関
に

お
い
て
主
に
指
導
さ
れ
て
い
る
が
、

個
別
、
自
主
的
に
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
は
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
精
神
的
ケ

ア
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー

の
相
談
窓
口
を
活
用
し
、
国
・
県
の

指
導
の
下
、
医
師
会
や
関
係
機
関
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
、
実
施
体

制
の
充
実
に
向
け
て
積
極
的
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

平
成
11
年
に
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、
翌
年
に
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ

き
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
西
条
市
に
お
い
て
も
、
男

女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
て
い
る

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

取
組
状
況
を
問
う
。

　

ま
た
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
25
年
が
経
過
し
、

政
府
は
、
管
理
職
な
ど
指
導
的
地
位

に
あ
る
女
性
を
平
成
32
年
ま
で
に
３

割
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
女

性
の
雇
用
に
お
い
て
は
、
女
性
の
能

力
や
目
線
を
生
か
せ
る
部
署
へ
の
配

置
が
大
切
で
あ
る
が
、
本
市
職
員
の

女
性
の
雇
用
状
況
及
び
女
性
管
理
職

の
登
用
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

と
登
用
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
平
成
18
年
３
月
に
、

「
西
条
市
男
女
共
同
参
画
計

画
～
わ
た
し
を
活
か
す
・
地
域
を
い

か
す
～
」
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具

体
的
に
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
を
年
４
回
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

の
た
め
の
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
の
推
進
会
議
で
は
、
委

員
自
ら
の
手
づ
く
り
で
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運
営
を
行
い
、

推
進
会
議
委
員
以
外
の
一
般
の
市
民

に
対
し
て
も
、
問
題
提
起
や
啓
発
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
市
民
が
市
外
で
参
画

す
る
男
女
共
同
参
画
研
修
費
用
の
一

部
に
対
し
、
男
女
共
同
参
画
研
修
事

業
費
補
助
金
を
交
付
し
、
幅
広
い
参

加
を
促
し
て
い
る
。

　

市
職
員
の
女
性
の
雇
用
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、

全
職
員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合

は
33
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
女
性
職
員
の
人
事
配
置
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
資
質
・
感
性
を
も
と

に
適
材
適
所
に
配
置
し
て
い
る
。

　

市
職
員
の
女
性
管
理
職
へ
の
登
用

に
つ
い
て
は
、
個
人
の
資
質
・
能
力

重
視
を
基
本
と
し
て
お
り
、
全
役
職

者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
平
成

22
年
４
月
１
日
現
在
で
、
13
・
９
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　

な
お
、
政
策
方
針
決
定
過
程
に
お

い
て
、
女
性
が
参
画
し
、
女
性
の
視

点
・
感
性
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
政

策
の
立
案
・
実
施
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
も
、
今
後
、
女
性
職
員
の
人

材
育
成
、
管
理
職
と
し
て
の
能
力
開

発
、
意
識
改
革
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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ど
う
取
り
組
む
？

　
　

ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
対
策

（
公
明
党
西
条
市
議
団
）

答

答

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の

　　　　　　　　　　　

取
組
状
況
は
？

（
公
明
党
西
条
市
議
団
）

議案番号 件　　　　　　　　　名 結 果

議案第63号
平成21年度一般会計及び特別会計歳入歳出
決算の認定について

認　定議案第64号
平成21年度水道事業会計決算の認定につい
て

議案第65号
平成21年度病院事業会計決算の認定につい
て

議案第74号 一般会計補正予算(第６回)について

原案可決

議案第75号
国民健康保険特別会計補正予算(第２回)に
ついて

議案第76号 介護保険特別会計補正予算(第２回)について

議案第77号
簡易水道事業特別会計補正予算(第２回)に
ついて

議案第78号
公共下水道事業特別会計補正予算(第２回)
について

議案第79号
ひうち地域振興整備事業特別会計補正予算
(第２回)について

議案第80号
小松地域交流事業特別会計補正予算(第２
回）について

議案第81号
後期高齢者医療保険特別会計補正予算(第
１回)について

議案第82号
四国鉄道文化館における負傷事故に伴う和
解及び損害賠償の額の決定について

議案第83号 市道路線の認定について

議案第84号 手数料条例の一部を改正する条例について

議案第85号
火災予防条例の一部を改正する条例につい
て

12 月定例会における議案の審議結果


